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第 1 版２００７．３．１０  

第２版２００７．９．７ ＤＯＳ窓を使用しないコンパイラー搭載。WindowsVista 対応。 

 

１．ＣＤ構成 

 １－１．インストゥール  １－２．ＧＮＵＨ８ＳＸホルダ 

 １－３．ＢＲＥホルダ １－４．コンパイル 

 １－５．ＧＣＣ オプションの意味 

２．ＢＣＨ８ＳＸ１６５３ ＣＰＵボード用 サンプルプログラム 

【 入門 】 

 ２－１．ｓａｍｐｌｅ１ ポートのＯＮ、ＯＦＦ 

 ２－２．ｓａｍｐｌｅ２ Ｄ／Ａ、Ａ／Ｄ、Ｉ／Ｏ、ＳＩＯプログラムをＲＯＭで動作 

 ２－３．ｓａｍｐｌｅ３ Ｄ／Ａ、Ａ／Ｄ、Ｉ／Ｏ、ＳＩＯプログラムをＲＡＭで動作 

 ２－４．ｓａｍｐｌｅ４ ＩＴＵを使用した定周期割り込みタイマ 

 ２－５．ｓａｍｐｌｅ５ ＩＴＵを使用したＰＷＭ出力 

 ２－６．ｓａｍｐｌｅ６ ＤＭＡを使用しデータメモリを連続してＤ／Ａ出力する 

 ２－７．ｓａｍｐｌｅ７ 自分で新たなプログラムを作る 

【 演習 】 

 ２－８．ｓａｍｐｌｅ８ ｐｒｉｎｔｆデバック１：扱えるデータ型、数値範囲  

 ２－９．ｓａｍｐｌｅ９ ｐｒｉｎｔｆデバック２：レジスタ、メモリを見る  

 ２－１０. フリーズ対策 

【 他社コンパイラ用 】 

 ２－１１.ｓａｍｐｌｅ２＿ＨＥＷ４ 

 ｓａｍｐｌｅ２（Ｄ／Ａ、Ａ／Ｄ、Ｉ／Ｏ、ＳＩＯプログラム）を株式会社ルネサステクノロジ ＨＥ

Ｗ４環境で構築したもの。コンパイラにルネサス純正をご使用される場合、参考にしてください。 

 ２－１２．ｓａｍｐｌｅ２＿ＫＰＩＴ 

 ｓａｍｐｌｅ２（Ｄ／Ａ、Ａ／Ｄ、Ｉ／Ｏ、ＳＩＯプログラム）をＫＰＩＴ社ＧＣＣ環境で構築したも

の。コンパイラにＫＰＩＴ社をご使用される場合、参考にしてください。 

【 応用 】 

 ２－１３.ｓａｍｐｌｅ２０ オペアンプ周波数特性測定  ＴＰＵを使い周波数を５０ＫＨｚから１

６．６８ＭＨｚまでスキャン（スイープジェネレータ）して各種オペアンプの周波数特性を測定する。 

 ２－１４.ｓａｍｐｌｅ２１ セラミックフィルタ特性測定 ＴＰＵを使い周波数を４３０ＫＨｚから

４８０ＫＨｚまでスキャンして中心周波数４５５ＫＨｚのセラミックフィルタの周波数特性を測定する。 

 

ＢＣＨ８ＳＸ１６５３  

  開発セット 添付ＣＤの使い方 
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１－１ インストゥール  

  

 本プログラムは WindowsXP または WindowsVista 上で動作します。 

添付しているＣＤをパソコンのドライブに入れます。 

 

しばらく待つと現在のＣＤにあるファイルが表示されます。 

●ＢＲＥ：フラッシュＲＯＭ書き込みソフト ｆｒｗ１６５３．ｅｘｅ等が入っています。 

●ＧＮＵＨ８ＳＸ：Ｈ８用 Ｃコンパイラ、サンプルソフト、各種ドキュメント等が入っています。 

 

 インストゥールはホルダをＣ：にコピーするだけです。２つともコピーし、Ｃ：に移します。他の部分

では動作しません。 

 

 

 

                      

 

Ｃ：にＧＮＵＨ８ＳＸとＢＲＥが移ればＯＫです。インストゥールはこれで全てです。 

 

中略 

 

１－３ ＢＲＥホルダ 

 

 ＢＲＥホルダは弊社の販売しているマイコンのフラッシュＲＯＭ書き込みプログラム集ホルダです。こ

こではＨ８ＳＸ１６５３ホルダの中の「ｆｒｗ１６５３．ｅｘｅ」を使用します。各ショートカットを表

画面に出しておくと操作が簡単です。（ショートカットの上にマウスポインタを持ってきてマウスを左クリ

ックしそのまま表画面まで移動させ（ドラッグ）左クリックを放す（ドロップ）と表画面に移動します） 
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中略
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１－４ コンパイル 

 
【 コンパイル準備 】 

  

 本開発セットでは添付の「コンパイラー」でサンプルＣソースプログラムをコンパイルし、Ｈ８ＳＸマ

イコンが実行可能なｍｏｔファイルを生成します。コンパイルはＧＣＣを使用しています。ユーザーがソ

ースファイルを変更してもこの「コンパイラー」でコンパイルすれば新たなｍｏｔファイルが生成され、

Ｈ８ＳＸマイコンで動作させ、評価することができます。 

 準備としてＧＮＵＨ８ＳＸの中にある「compiler」ホルダの中にある「コンパイラー」のショートカッ

トをドラッグ＆ドロップで表画面に移動させます。 

 

 【 コンパイルしてみる 】 

実際に例としてｓａｍｐｌｅ１をコンパイルしてみます。 

①ｃｏｍｐｉｌｅｒＨ８ＳＸのショートカットをダブルクリックします。 

②ｓａｍｐｌｅ１を選択し、「コンパイル」をクリックします。正しくコンパイルが終了しますと「コンパ

イル結果」に「コンパイル正常終了」と表示されます。下記参照。 
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ソースファイルに問題があると「コンパイルエラー」あるいは「リンクエラー」と表示されます。画面に

エラー行、あるいはその１行下の行番号が表示されますので、ソースファイルのエラーを確認、修正して

ください。（恐れ入りますが、開発には行番号のわかるエディタをご用意願います） 

 

     例では１８行目にエラーがあるといっている。実際は１７行目。 

 

 

③ｆｒｗ１６５３でｓａｍｐｌｅ１．ｍｏｔファイルを書き込み、動作させます。 

 

これで、プログラムの開発からコンパイル、ダウンロード、実行まで一連の動作ができます。 

 

以下略 

 

 

〒350-1213 埼玉県日高市高萩１１４１－１ 
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